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Q2：香港証券取引所への北京コンチネントへの上場申請はどうなるのですか？ 
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おける支配権維持に十分な持分を保持しますが、CBIOの提供するプラットフォームは、GNI USAお

よび当社グループが他の革新的な新薬研究を行う会社と協働するために、有利に作用すると考えま

す。 

 

Q8：北京コンチネントは取引後にナスダック市場に上場されることになるのでしょうか？ 

A8：北京コンチネント自体がナスダック市場に上場されるわけではありません。2023年のCBIO株主

総会にて取引２の承認が得られた場合、北京コンチネントはナスダック上場企業であるCBIOの完全

連結子会社となります。 

 

Q9：ナスダック市場では、この種の取引は許されているのでしょうか。 

A9：はい、この種の取引は米国ではリバース・マージャ―（逆さ合併*）と呼ばれダッす。 
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Q12：F351の中国以外における権利売却では、なぜ現金ではなくCBIOの株式で受け取るのですか？ 

A12：CBIOは重要なビジネスパートナーであり、当社グループが、米国においてF351の臨床および

事業開発を推進するための足がかりとなります。株式の交換に裏打ちされた関係は、単なる一時的

な「Cash and Carry」（現金取引）収入源ではなく、長期的な関係です。また、この取引は、税金

を最小限に抑え、将来の研究開発のため現金留保を最大化するために設計されました。F351の35百

万米ドルという経済価値は、上市までの新薬開発プロセス全てを賄うには不十分であり、新薬資産

としてナスダック市場上場企業を獲得するのに使用することにより、上市に至るまで、臨床開発の

各過程で必要な資金を調達することができるようになります。 
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